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重要な役割を持っている。PKCのアイソザイムの中
で、PKC一γは脳に特異的に存在し、吸入麻酔薬の作用
の標的と考えられている。今回、マウスの脳を用いて
吸入麻酔薬が脳内のPKC一γの分布に与える影響を検
証した。
【方法】平均体重18gのC57／BL雄性マウスを用い
た。イソフルランおよびセボフルランをそれぞれ
lMAC、2MACで10分間吸入させた後断頭し、大脳皮
質をサンプルとした。実験群はコントロール、イソフ
ルランlMAC、2MAC、セボフルランlMAC、2MAC
の5群を設定した。サンプルをホモジネートし、遠心
分離法でP2（シナプス膜分画）、　P3（小胞体などの細
胞小器官およびシナプス以外の細胞膜分画）、S3（細胞
質分画）に分画化した。その後電気泳動を行い、抗
PKC一γ抗体を用いてウェスタンプロット法を行っ
た。得られた各分画のPKC一γの量をコントロール群
と比較した。
【結果】PKC一γの量は、イソフルラン、セボフルラン
共にコントロール群と比較して濃度依存性にP2分画
では有意な減少を、S3分画では有意な増加を認めた。
またP3分画では明らかな有意差が認められなかっ
た。
【まとめ】今回我々はマウスを用いたin　vivoの実験
でPKC一γが吸入麻酔薬により細胞内で再分布すると
いう結果を得た。このことは吸入麻酔薬がPKCによ
る細胞内情報伝達に影響を及ぼすことを示している。
さらに、この結果はPKCが吸入麻酔薬の標的分子で
あるとする仮説を支持するものである。
＊P2－29．
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【目的】　FRAS（Free　Radical　Analytical　System、　H＆
Dsrl社）を用いてFree　Radicalレベルを測定し、小児
中枢性疾患の酸化ストレスについて検討した。【対象】
細菌性髄膜炎（BM）8例、無菌性髄膜炎（AM）18例、
熱性けいれん（FC）23例、ロタウイルス関連けいれ
ん（RC）6例、てんかん16例、副腎白質ジストロ
フィー（ADL）2例、多発性硬化症（MS）2例、コン
トロール12例の髄液を対象とし、感染関連性疾患
（BM、　AM、　FS、　RC）と非感染性疾患（EP、　ALD、　MS）
とに分類し比較検討した。
【方法】　FRASを用いて、　d－ROM（Diacron－Reactive
Oxygen　Metabolites）つまり、Free　Radicalによる副産
物であるヒドロペルオキシドを測定することにより、
Free　Radicalを測定した。
【結果】感染関連性疾患において、BMのd－ROM値
（l19．4±76．2　U．CARR）はAM（33±8．1）、　FS（9．6±
8．1）、RC（7．9±6）、対照（4．2±4．1）と比較し有意に高
値を示し、BMでは治療前後で有意に減少した
（104．5±26．lvs29．0±23．9）。非感染性疾患において、症
候性てんかんのd－ROM値（27．7±49．5　n＝6）は特
発性てんかん（8．0±10．On＝10）と比較し高い傾向
を認めたが、有意差は確認されなかった。脱髄性疾患
では慢性期のALD（39　n＝1）、　MS（76．5±53．O　n＝
2）は発症早期のALD（2）に比べ高値を示した。
【結語】酸化ストレスは様々な小児中枢性疾患との
関連があり、髄液中d－ROM値と臨床像との関連が示
唆された。尚、この研究は平成19年度東京医科大学助
成金を受けている。
P2－30．
高感度CRP上昇は脳萎縮の危険因子である
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【背景】近年、動脈硬化進展に炎症反応の関与が指摘
されている。脳萎縮と動脈硬化危険因子について、高
血圧との関連を示した報告が多いが、バイオマーカー
との関連を検討した報告はあまりない。
【方法】対象は、2005年ll月より22ヶ月間に当科を
受診した6（ト・79歳の362例（平均69±5歳、男性176
例）。脳萎縮は、医療画像管理システム（PACS）内の
MRIデータを高精細液晶モニター上で拡大し2点間
距離を0，01mm単位で測定した。脳萎縮基準は、Evans
index：EI、　Bicaudate　index：BI（尾状核頭部幅）、　Ante－
rior　horn／Bicaudate　ratio（EI／BI比）：ABR、　Cella
media　index：CMI、　Posterior　horn　index：PHI（後角
（　15　）
